
 

 

 事業承継・後継者状況に関する調査 
 

 

 

 

 

 

■ ご回答企業様について、ご記入ください。 

貴社名  

（法人組織でない場合は屋号） 

本社所在地 
〒 

代表者（経営者）様 
氏名  

ご回答者氏名 
 

ご回答者連絡先 （E-mail）                                          （電話番号） 

 
★すべての方にお伺いします。 

Q１．貴社について、それぞれあてはまるものひとつに○をおつけください。（単一回答） 

① 業種 

 

② 資本金 

 

③ 従業員数 

１． ０人 ２． 1～４人 ３． 5～９人 ４． 10～19 人 

５． 20～29 人 ６． 30～49 人 ７． 50～99 人 ８． 100 人以上 
 

④ 創業からの年数（社歴） 

１． 10 年未満 ２． 10 年～30 年未満 ３． 30 年～50 年未満 

４． 50 年～70 年未満 ５． 70 年～100 年未満 ６． 100 年以上 
 

⑤ 最新期年間売上高 

１． 3,000 万円未満 ２． 3,000 万～5,000 万円未満 ３． 5,000 万～1 億円未満 

４． 1 億～3 億円未満 ５． 3 億～5 億円未満 ６． 5 億～10 億円未満 

７． 10 億円以上   
 

⑥ 直近３年間の年間売上高 

１． 増加基調 ２． 減少基調 ３． 横這い 
 

⑦ 今後３年間の年間売上高の見通し 

１． 増加基調 ２． 減少基調 ３． 横這い 
 

⑧ 最新期の最終利益 

１． 黒字 ２． 赤字 

１.  建設業 2． 製造業 ３.  卸売業 ４. 小売業 

５． 情報通信業 ６． 運輸業 ７． 不動産業 ８． 宿泊業 

９． 飲食業 10．生活関連サービス業 11．その他 （                           ） 

１． 500 万円以下 ２． 500 万円超～1,000 万円以下 ３． 1,000 万円超～5,000 万円以下 

４． 5,000 万円超～1 億円以下 ５． 1 億円超～3 億円以下  

本調査は、県内の中小企業の事業承継支援の推進を図るため、基礎的情報となる事業状況の実態や企業が抱
える課題等を明らかにすることを目的としております。お忙しいところ誠に恐縮ではございますが、関心、理解
度の有無に関わらず是非ご協力くださいますようよろしくお願い申し上げます。 

同封の返信用封筒での返送（切手不要）または WEB 画面からの回答（同封の「事業承継・後継者状況に関する
調査」ご協力のお願い参照）にて、10 月 17 日（金）までにご回答賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 



 

 

 

⑨ 経営者様のご年齢 

１． 20 代以下 ２． 30 代 ３． 40 代 ４． 50 代 

５． 60 代 ６． 70 代 ７． 80 代以上  
 

⑩ 経営者様の就任経緯 

１． 創業者 ２． 親族内承継 ３． 従業員承継 ４． 社外承継 
 

★すべての方にお伺いします。 

Ｑ２．事業の継続に向けた対応について、あてはまるものひとつに○をおつけください。（単一回答） 

１． 事業承継に取り組んでいる → Q3、Q6 にお進みください 

２． 事業承継を考えている → Q3、Q6 にお進みください 

３． 何も決まっていない → Q4、Q6 にお進みください 

４． 廃業する／廃業予定である → Q5、Q6 にお進みください 
 

★Ｑ２で「１．事業承継に取り組んでいる」または「２．事業承継を考えている」と回答された方にお伺いします。 

Ｑ３-1．事業承継の態様について、あてはまるものすべてに○をおつけください。（複数回答） 

１． 親族内承継 ２． 従業員承継 ３． 第三者承継 ４． 未定 

 

Ｑ３-2．事業の承継にあたり課題と考えていることについて、あてはまるものすべてに○をおつけください。 

（複数回答） 

１． 親族からの支持や理解の獲得 ２． 従業員からの支持や理解の獲得 

３． 経営幹部からの支持や理解の獲得 ４． 金融機関との関係の維持 

５． 取引先との関係維持 ６． 親族間の相続問題の調整 

７． 承継者による相続税、贈与税の負担 ８． 承継者による株式の買い取り 

９． 承継者による事業用資産の買い取り 10． 承継者の確保・獲得 

11． 承継者の育成 12． 承継者の評価 

13． 自社の評価の向上 14． 自社の要望に関する理解獲得 

15． 支援・相談先の選定 16． 支援・相談の費用 

17． その他（                        ） 18． 特になし 
 

Ｑ３-3．事業承継の検討を開始してから完了までに必要と考えるおおよその期間について、あてはまるものひと

つに○をおつけください。（単一回答） 

１． １年 ２． 2～3 年 ３． 5 年程度 

４． 10 年程度 ５． 15 年程度 ６． 20 年以上 
 

Ｑ３-4．事業承継にあたり支援・相談先として考えている機関について、あてはまるものすべてに○をおつけくだ

さい。（複数回答） 

１． 商工会議所 ２． 商工会 ３． 自治体 ４． よろず支援拠点 

５． 事業承継・引継ぎ支援センター ６． 取引先金融機関 ７． 税理士 ８． 公認会計士 

９． 中小企業診断士 10． その他 （                                   ） 

 

★Ｑ２で「３．何も決まっていない」とご回答された方にお伺いします。 

Ｑ４-1．何も決まっていない理由について、あてはまるものすべてに○をおつけください。（複数回答） 

１． 時期尚早である ２． 事業の将来性を見極めてからと考えている ３． 多忙で考える余裕がない 

４． 何をしたら良いかわからない   ５． 考えるのが面倒である   ６． その他 （                ） 



 

 

 

Ｑ４-2．事業承継の早期着手について、大分県や各市町村、大分県事業承継・引継ぎ支援センターからの支援や相 

談を希望しますか。（単一回答） 

１． 希望する （以下に連絡先をご記入ください）        ２． 希望しない 
 

部署 
 

役職 
 

氏名  電話番号  

E-mail  

 

★Ｑ２で「４．廃業する／廃業予定である」とご回答された方にお伺いします。 

Ｑ５-1．廃業する／廃業予定である理由について、あてはまるものすべてに○をおつけください。（複数回答） 

１． 経営者になって以来決めていた ２． 適当な承継者が見つからない 

３． 承継者候補に継ぐ意思がない ４． 事業資金が調達できない 

５． 事業が時代にそぐわない ６． 競争が厳しく事業継続が難しい 

７． 取引先等への影響がない ８． その他（                          ） 

 

Ｑ５-2．廃業の予定時期について、あてはまるものひとつに○をおつけください。（単一回答） 

１． 1 年以内 ２． ３年以内 

３． 5 年以内 ４． 決めていない 

 

Ｑ５-3．廃業回避の手段として有効であると考える支援について、あてはまるものすべてに○をおつけください。  

（複数回答） 

１． 承継者の紹介・斡旋 ２． 資金供与 ３． 経営指導 

４． その他（                ） ５． 特になし  

 

Ｑ５-4．廃業の回避について、大分県や各市町村、大分県事業承継・引継ぎ支援センターからの支援や相談を希望

しますか。（単一回答） 

１． 希望する （以下に連絡先をご記入ください）        ２． 希望しない 
 

部署 
 

役職 
 

氏名  電話番号  

E-mail  

 

★すべての方にお伺いします。 

Ｑ６．他社による事業承継（社外承継）について、お考えに近いものひとつに○をおつけください。（単一回答） 

１． 買い手として関心がある → Q7-1 以降にお進みください 

２． 売り手として関心がある → Q7-2 以降にお進みください 

３． 関心はない → Q8 にお進みください 

 

★Ｑ６で「１．買い手として関心がある」とご回答された方にお伺いします。 

Ｑ７-1．関心がある理由について、あてはまるものすべてに○をおつけください。（複数回答） 

１． 市場シェア拡大のため ２． 事業の拡大のため ３． 取引先の拡大のため 

４． 業務の効率化のため ５． 人材の確保のため ６． 技術や知的財産を獲得するため 

７． 取引先の支援のため ８． その他 （                                             ） 

 

 



 

 

 

★Ｑ６で「１．買い手として関心がある」または「２．売り手として関心がある」とご回答された方にお伺いします。 

Ｑ７-2．「承継する企業」または「買い手となる企業」に対し、希望することをご記入ください。（自由回答） 

 

 

 

Ｑ７-3．社外承継の課題と考えることについて、あてはまるものすべてに○をおつけください。（複数回答） 

１． 従業員の処遇・待遇         ２． 顧客や取引先への対応 ３． 承継後の経営統合の進め方 

４． 事業売買価格の妥当性       ５． 簿外債務のリスク ６． その他（               ） 

７． 特になし  

 

Ｑ７-4．社外承継の取組について、あてはまるものすべてに○をおつけください。（複数回答） 

１． 買い手として承継の実績がある                 → Q7-6 にお進みください 

２． 買い手として具体的な相談等をしたが承継には至らず  → Q7-5、7-6 にお進みください 

３． 売り手として具体的な相談等をしたが承継には至らず  → Q7-5、7-6 にお進みください 

４． 承継の実績はない                         → Q7-6 にお進みください 

 

★Ｑ７-4 で「２．買い手として具体的な相談等をしたが承継には至らず」または「３．売り手として具体的な相談等

をしたが承継には至らず」とご回答された方にお伺いします。 

Ｑ７-5．承継に至らなかった理由について、あてはまるものすべてに○をおつけください。（複数回答） 

１． 従業員の処遇・待遇が折り合わなかった ２． 顧客や取引先から賛同が得られなかった 

３． 承継後の経営統合の進め方が折り合わなかった ４． 事業譲受価格が折り合わなかった 

５． 簿外債務があった ６． その他（                         ） 

 

Ｑ７-6．社外承継について、大分県や各市町村、大分県事業承継・引継ぎ支援センターからの支援や相談を希望し

ますか。（単一回答） 

１． 希望する （以下に連絡先をご記入ください）       ２． 希望しない 
 

部署 
 

役職 
 

氏名  電話番号  

E-mail  

 

★Ｑ６で「３．関心はない」とご回答された方にお伺いします。 

Ｑ８．関心はない理由について、あてはまるものすべてに○をおつけください。（複数回答） 

１． 心理的に抵抗がある ２．  自社の経営で手一杯である 

３． リスクが大きいと考えている ４．その他（                          ） 

 

調査は以上です。 ご回答ありがとうございました。 


